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ＣＬＵＢ 『あなたのロータリーとは？』
クラブ会長 三宅郁子

次回以降のプログラム

24日地区大会での移動例会

5月1日・8日 休会

第2580地区ガバナー 石川彌八郎(東京福生RC)

本日の卓話

「自然哲学という名の“漢方”を知る」

東京一ツ橋RC会長 久保田佳代氏

■ 例会日 毎週木曜日  １２：３０～１３：３０           ■  役  員／ 会長 三宅 郁子
■ 例会場 〒103-8520  東京都中央区日本橋蠣殻町2-1-1  会長エレクト  原田 俊彦
        ロイヤルパークホテル TEL 03-3667-1111・FAX03-3667-1615  幹事    石渡 秀雄
■ 事務局  〒130-0013  東京都墨田区錦糸1-1-5 Ａビル６Ｆ    副幹事  井上 慶亮

TEL 03-5637-4608 ・ FAX 03-5637-4611      
E-mail  tokyobay@club.email.ne.jp 会報委員長   田中 保

“THE MAGIC OF ROTARY”
RI会長 ステファニー・アーチック

(McMurray RC、ペンシルバニア州 )

国際ロータリー 第２５８０地区 東分区 
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『隔たりを取り除き、“ご縁”を大切に』

■ 点 鐘

■ ロータリーソング「君が代」「奉仕の理想」

■ ゲスト：米山奨学生 リリアさん

2025年4月3日

第1487回 例会報告

会員数 出 席   出席率   前々回訂正出席率
16人 10名 62.50％  3月27日 100％

＜会長・幹事報告＞
・4月17日は4月度理事役員会がございます。また、24日は地区大会となりますので、ご出席を
お願いいたします。

＜委員会報告＞
・工藤ゴルフ会幹事より、3月28日鷹の台C.C.にて「羽鳥会」へクラブより6名の出席をいただき
ました。次回は、10月となります。よろしくお願いします。
また、4月16日には東3クラブカップもございます。参加をご希望の方はご連絡ください。

＜伝達・贈呈＞
・４月度の記念日：会員誕生日 なし
配偶者お誕生日 5日 木村文基様
結婚記念日 25日 石渡会員ご夫妻、29日 林会員ご夫妻

・米山奨学金お渡し



ニコニコボックス

三宅 郁子君 本日の卓話、石渡さん、工藤さん、よろしくお願いします。
石渡 秀雄君 先日、テレビ朝日に映った自分を見て「この夏はやせよう」と思いました。健康の為にも

見た目にも・・・
工藤 久志君 今日は卓話の当番です。宜しくお願いします。
林 茂男 君 トランプ関税で日本世界経済大揺れです。大不況、恐慌となるか・・

石渡さん、工藤さん、卓話、よろしく。
岡本 隆一君 石渡さん、工藤さん、卓話、よろしくお願いします。
金子高一郎君 工藤さん、石渡さん、本日は宜敷くお願い致します。
原田 俊彦君 「私とロータリー」楽しみにしています。
野木 芳宏君 毎日、雨でうんざりですね。ガンバッテいきましょう。
森 達郎 君 本日は、石渡さん、工藤さん、よろしくお願いいたします。

石渡さん、ＴＶ映り良かったです。
水谷 文彦君 石渡さん、工藤さん、卓話楽しみにしています。 合計 20，0００円

４月3日の卓話は、石渡秀雄会員・工藤久志会員による「私とロータリー」でした。

入会前のロータリーとの関わり、
入会の経緯、思い等、お話し
いただきました。

２０２５年4月RI会長からのメッセージ
2024-25年度RI会長 ステファニー A. アーチック

冬の寒さが春の暖かさに変わるこの季節、私たちはお互いへの、そして地域社会に奉仕することへのコミットメントを新た
にする機会があります。
その素晴らしい例として、オンタリオ州のウィンザー・ローズランド・ロータリークラブがあります。このクラブの会員は、ホー
ムレスや食料不安に直面している人びとに温かい食事を提供するプログラムを支援しています。フィード・ウィンザー・エ
セックスが運営するこのスープ・シャックというプログラムでは、一晩で最大130人に栄養のある食事が提供され、利用者
はコミュニティ意識と思いやりを感じることができます。
クラブ会員でパストガバナーのアルナ・クシックさんは、スープ・シャックに関するニュース報道を見て、クラブで支援するこ
とを決めました。
クシックさんはクラブ会員と協力し、スープ・シャックの新しい常設施設のために調理ストーブ、鍋、フライパンを購入。その
後すぐに、クラブ会員がスープ・シャックのチームと会合し、新しい施設を見学し、3,000加ドルの支援金を手渡しました。ま
た、施設が稼働開始となってから、会員たちは食事の準備と給仕のボランティアを行いました。
これは、ロータリー会員が地域社会のニーズに取り組み、会員の積極的参加を促し、目に見えるインパクトを生むために
どのように結束できるかを示しています。奉仕の機会を見つけ、リソースを集めることで、ニーズのある人びとを支援するだ
けでなく、お互いや地域社会との絆を深めることができます。
春という新たな季節の始まりに、ウィンザー・ローズランド・ロータリークラブによるこの活動は私たちにインスピレーション
を与えてくれます。クラブ会員による積極的な参加を促すために、以下のような方法をご検討ください：

新たなニーズを特定する：地域社会の変化する課題に常に注意を向けましょう。地元団体と協力すれば、クラブの支援で
最も大きな変化をもたらせる分野を特定できます。

リソースを迅速に集める：機会があると判断したら、迅速に行動を起こしましょう。クラブ会員が持つスキルやネットワーク
を活かし、資金的リソースからボランティアまで、あらゆるリソースを集めます。

協力を培う：会員が自ら取り組み、プロジェクトで協力することを奨励しましょう。会員がリーダーシップと能力を発揮するこ
とで、積極的な参加が促され、成功へとつながります。

継続した活動を促す：プロジェクトの最初だけでなく、継続的に支援しましょう。

定期的な奉仕活動を通じて会員がつながりを維持し、持続的なインパクトへのコミットメントが強まります。

これらのアプローチを取り入れることで、春が持つエネルギーを借りながら、気持ちを新たにして奉仕と参加促進に取り
組むことができるでしょう。活動を再活性化し、つながりをさらに強め、世界で引き続き好ましい変化をもたらしていきま
しょう。
人びとの生活をよりよくし、希望をもたらし、私たちが奉仕する地域社会に持続可能な変化をもたらしていく、これこそ
「ロータリーのマジック」です。
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